



















（  続紙  １  ）  






















































（続紙 ２ ） 
 
氏 名 福田 啓介 
（論文審査の結果の要旨） 
  
 本論文は，鉄道のような旅客・貨物の大量輸送を担う機関において安全対策上の
様々な機械・道具が追加・導入される際の，作業員の作業変容を組織的要因との相互
作用の観点から明らかにすることを目的として，社会技術システムの安全管理のため
のモデリングと分析のための手法を提案したものであり，得られた成果は以下の通り
である． 
１． 人間・技術・組織の要因が複雑に相互作用する社会技術システムを対象に，作業
実行と組織活動のミクロ・マクロの時間スケールにおけるそれぞれにおいて，ど
のような力が働き，何がどう変化したのかを把握する「力学」という観点から安
全を捉えることの必要性を明らかにした． 
２． 作業における不安全事象の発生過程の分析について，人間信頼性解析の手法であ
る機能共鳴分析手法を用いた分析手法を提案し，鉄道事故事例に適用すること
で，依存・協調関係にある複数の作業どうしで事象の影響が相互に波及すること
で，組織や社会により大きな影響を与える不安全事象へ発展する過程を明らかに
した． 
３． 組織活動により目的・規程や規範など，集団内での作業の実行方法を規定する要
素が変容する過程について，社会科学分野におけるグループダイナミクス（集団
力学）の概念である活動理論を導入し，前項での成果と統合した新たな分析法を
提案することで，組織内での規程・規範の変容が作業実行の変容をもたらす過程
について明らかにした．  
４． 列車運行の組織活動と活動に含まれる諸作業について提案手法を適用し，事故防
止に向けた対策が施された場合の仮想シナリオについて，作業変容に至る過程と
発生しうる事象がどのように変化するのかを明らかにすることで，提案手法の有
効性を検証した． 
 以上のように本論文は，設計対象に潜在する不安全事象や事故の発生可能性を先取
りして把握することで列車運行の安全性向上に貢献するもので，学術上，実際上寄与
するところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値ある
ものと認める．また，平成３１年２月２７日，論文内容とそれに関連した事項につい
て試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，
合格と認めた． 
 なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表
に際しては，論文内の一部に関して論文掲載が完了するまで，当該論文の全文に代え
てその内容を要約したものとすることを認める．  
 
